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 安倍内閣総理大臣に要望活動

国土交通大臣に要望活動

　

昨
年
９
月
に
発
生
し
た
台
風
18
号
に
よ
る
関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
か
ら
の
早
期
復

旧
及
び
今
後
の
防
災
対
策
強
化
に
つ
い
て
、
茨
城
県
利
根
川
・
鬼
怒
川
・
小
貝
川
の

沿
川
市
町
長
と
首
相
官
邸
を
訪
問
し
、
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
に
要
望
書
を
提
出
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
町
議
会
で
は
町
と
と
も
に
、
災
害
対
策
施
設
の
整
備
に
つ

い
て
、
石
井
国
土
交
通
大
臣
に
要
望
書
の
提
出
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
９
月
に
は
、
関
東
・
東
北
集
中

豪
雨
に
よ
り
、
茨
城
県
は
甚
大
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
境
町
に
お
き
ま
し

て
も
、
国
か
ら
激
甚
災
害
の
指
定
を
受

け
、
復
旧
に
全
力
を
挙
げ
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
議
会
と
し
て
も
町
と
共

に
、
安
倍
首
相
を
初
め
関
係
機
関
に
強

く
要
望
・
陳
情
を
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
今
後
も
、
継
続
し
て
復
旧
活
動
を

行
っ
て
い
く
と
共
に
、
今
回
の
教
訓
を

生
か
し
、
災
害
に
強
い
境
町
を
構
築
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
議
会
は
、
未
来
に
展
望
の
持

て
る
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
目
指

し
、
本
年
も
関
係
各
位
と
の
連
携
を
深

め
、
町
民
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、
町

政
の
諸
問
題
解
決
に
む
け
邁
進
し
て
参

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
境
町
の
発
展
と
町
民
の
皆

様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

輝
か
し
い
平
成
28
年
の
新
春
を
迎

え
、
町
議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、

町
民
の
皆
様
に
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
３
月
の
、
圏
央
道
に
お
け
る

境
・
古
河
Ｉ
Ｃ
の
開
通
に
よ
り
、
我
々

境
町
民
の
利
便
性
が
大
き
く
変
化
い
た

し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
28
年
度
中
に

は
、
圏
央
道
の
全
線
開
通
が
見
込
ま
れ

て
お
り
ま
す
。
当
町
で
は
、
こ
の
圏
央

道
を
最
大
限
活
用
し
、
地
域
経
済
発

展
、
ま
た
税
収
及
び
雇
用
確
保
の
た
め

Ｉ
Ｃ
周
辺
開
発
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

議
長
の
年
頭
の
挨
拶

境
町
議
会
議
長

倉
持
　
功

要
望
活
動
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町
道
路
線
の
認
定
・
変
更
に
つ
い
て

○
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　

境
町
大
字
塚
崎
・
大
字
長
井
戸
・
大

字
西
泉
田
・
大
字
蛇
池
・
大
字
猿
山
地

内
に
お
い
て
、
圏
央
道
事
業
及
び
国
道

３
５
４
号
バ
イ
パ
ス
事
業
並
び
に
結
城

野
田
線
バ
イ
パ
ス
事
業
に
伴
い
町
道
の

一
部
が
起
業
地
に
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら

新
た
に
町
道
路
線
を
認
定
す
る
も
の
。

条
例
制
定
・
改
正

○
境
町
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個

人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　

行
政
手
続
に
お
け
る
個
人
番
号
の
利

用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
し

必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
提
案
す
る

も
の
。

○
境
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
案
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
が
平
成
27
年
３
月
31
日
公
布
さ
れ
、

そ
の
一
部
が
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら

施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
境
町
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

○
境
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
に

つ
い
て

　

地
方
税
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
が
平
成
27
年
９
月
30
日
に
公

布
さ
れ
、
そ
の
一
部
を
除
き
平
成
28
年

１
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
境
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
を
改
正
す
も
の
。

○
境
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
に
つ

い
て

　

児
童
福
祉
施
設
最
低
基
準
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
及
び
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
施
行
に
伴
い
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
提
案
す
る
も
の
。

○
境
町
サ
ッ
カ
ー
場
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

猿山地区 蛇池地区 西泉田地区 長井戸地区 塚崎地区 認
　
定町

道
２
９
９
３
～
２
９
９
４
号
線

町
道

２
９
９
０
～
２
９
９
１
号
線

２
９
９
５
～
２
９
９
６
号
線

町
道

２
９
８
０
～
２
９
８
４
号
線

町
道

１
８
０
０
～
１
８
０
５
号
線

２
９
８
５
～
２
９
８
９
号
線

２
９
９
２
号
線

２
９
９
７
～
２
９
９
８
号
線

町
道

１
８
０
６
～
１
８
１
９
号
線

平
成
27
年 

第
４
回
定
例
会

全
議
案
・
原
案
可
決

12
月
４
日
～
12
月
９
日

︵
６
日
間
の
会
期
︶

条
例
案
に
つ
い
て

　

境
町
サ
ッ
カ
ー
場
の
人
口
芝
生
化
・

照
明
設
備
化
に
伴
い
、
サ
ッ
カ
ー
場
使

用
料
及
び
照
明
使
用
料
金
を
改
正
す
る

た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

○
境
町
農
業
委
員
会
の
委
員
及
び
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
定
数
を
定

め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
一

部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
農
業

委
員
会
の
委
員
の
定
数
及
び
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
の
定
数
を
定
め
る
も

の
。
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境町伏木
石塚　光男

境町
倉持　薫

新　任再　任 再　任

境町上小橋
田中　次郎

境町一ノ谷
中村　好

人
事
案
件

○
坂
東
市
外
２
か
町
公
平
委
員
会
の
委

員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

会　計 予算現額 補正額 補正後の金額

一般会計 85億860万8千円 7億2千536万4千円 92億3千397万2千円

特別会計
公共下水道事業 9億2千664万7千円 1千170万円 9億3千834万7千円

農業集落排水事業 2億4千644万円 6千100万円 3億744万円

平成27年度境町各会計補正予算

会　計 予算現額 補正額 補正後の金額

一般会計 83億7千133万7千円 250万円 83億7千383万7千円

会　計 予算現額 補正額 補正後の金額

一般会計 83億7千383万7千円 1億3千477万1千円 85億860万8千円

平成27年度境町一般会計補正予算（第３号）（専決処分の承認）

10月27日　平成27年第２回臨時会

平成27年度境町一般会計補正予算（第４号）（専決処分の承認）

補正予算

猿山地区 蛇池地区 西泉田地区 長井戸地区 塚崎地区 変
　
更町

道
２
０
０
２
・
２
０
０
３
・
２
０
０
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
号
線  

町
道

２
０
０
１
・
２
０
０
９
・
２
０
１
３

２
０
１
４
・
２
４
０
７　
　
　
号
線

町
道

２
０
３
３
・
２
０
３
４
・
２
０
３
５

２
０
４
５
・
２
３
７
５　
　
　
号
線

町
道

１
２
８
８
・
１
２
９
０
・
１
３
０
０

１
３
１
４
・
１
６
７
０
・
２
０
０
７

２
０
２
１
・
２
０
２
２
・
２
０
２
４

２
０
２
７
・
２
０
２
９　
　
　
号
線

町
道

１
０
７
６
・
１
０
８
５
・
１
２
３
７

１
２
４
７
・
１
７
２
４　
　
　
号
線

○
町
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

　

境
町
大
字
塚
崎
・
大
字
長
井
戸
・
大

字
西
泉
田
・
大
字
蛇
池
・
大
字
猿
山
地

内
に
お
い
て
、
圏
央
道
事
業
及
び
国
道

３
５
４
号
バ
イ
パ
ス
事
業
並
び
に
結
城

野
田
線
バ
イ
パ
ス
事
業
に
伴
い
当
該
路

線
の
一
部
が
起
業
地
に
含
ま
れ
た
こ
と

か
ら
起
点
・
終
点
が
変
更
さ
れ
た
た
め
、

町
道
路
線
を
変
更
す
る
も
の
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12月9日　平成27年第４回定例会

会　計 予算現額 補正額 補正後の金額

農業集落排水事業 3億744万円 2千200万円 3億2千944万円

平成27年度境町特別会計補正予算（第3号）（専決処分の承認）

会　計 予算現額 補正額 補正後の金額

一般会計 92億3千397万2千円 2億3千300万円 94億6千697万2千円

特別会計

後期高齢者医療事業 3億9千310万4千円 938万4千円 4億248万8千円

介護保険事業 18億3千423万円 25万8千円 18億3千448万8千円

公共下水道事業 9億3千834万7千円 180万8千円 9億4千15万5千円

平成27年度境町各会計補正予算

め
て
い
く
。
整
備
監
督
業
務
に
つ
い
て

は
町
と
改
良
区
で
連
携
し
な
が
ら
対
応

し
て
い
く
。

（
建
設
農
政
部
長
）

Q  
長
井
戸
沼
の
排
水
機
場
及
び
各
耕

区
別
機
場
の
整
備
監
督
に
つ
い
て

A  
町
が
事
業
主
体
と
な
り
、
被
災
し

た
施
設
の
設
計
を
土
地
改
良
事
業
団
体

連
合
会
に
委
託
し
、
国
の
災
害
査
定
を

受
け
て
い
る
。
今
後
詳
細
な
事
業
費
が

決
定
し
て
く
る
の
で
査
定
終
了
次
第
速

や
か
に
工
事
を
発
注
し
早
期
復
旧
に
努

○
災
害
対
策
に
つ
い
て
「
台
風
18

号
に
よ
る
大
雨
被
害
に
伴
う
今
後

の
町
の
対
応
策
に
つ
い
て
」

議
席
11
番

関
　
　
　
稔　

議
員

Q  

長
井
戸
沼
の
外
周
道
路
及
び
法
面

の
整
備
状
況
に
つ
い
て

A  

国
の
災
害
復
旧
の
対
象
外
で
あ
る

た
め
、
長
井
戸
沼
土
地
改
良
区
で
復
旧

す
る
こ
と
で
協
議
決
定
し
て
い
る
。

（
建
設
農
政
部
長
）

Q  

東
部
土
地
改
良
区
内
の
道
路
整
備

状
況
に
つ
い
て

A  

道
路
全
体
で
の
災
害
復
旧
は
難
し

い
た
め
、
横
断
暗
渠
が
破
損
し
て
い
る

箇
所
の
み
国
の
災
害
査
定
を
受
け
る
準

備
を
進
め
て
い
る
。（

建
設
農
政
部
長
）

Q  

宮
戸
川
の
堤
防
強
化
対
策
つ
い
て

A  

県
が
管
理
す
る
一
級
河
川
で
あ
る

た
め
、
町
と
し
て
も
宮
戸
川
の
早
期
復

−5−

一
般
質
問

４
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た



Q  

今
後
の
災
害
時
に
は
女
性
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
も
作
る
べ
き
で
は
な
い
か

A  

今
回
は
女
性
消
防
団
員
や
西
南
医

療
セ
ン
タ
ー
の
看
護
師
さ
ん
に
協
力
し

て
も
ら
っ
た
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
よ
り
も

炊
き
出
し
用
の
備
蓄
が
あ
る
か
な
ど
の

ほ
う
を
優
先
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

（
町
長
）

議
席
10
番

田
山　

文
雄　

議
員

Q  
浸
水
な
ど
で
役
場
の
基
本
機
能
が

失
わ
れ
な
い
よ
う
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
業
務
継
続

計
画
）
の
対
策
は
な
さ
れ
て
い
る
か

A  
今
後
は
非
常
用
の
電
源
の
変
更
、

避
難
高
台
の
設
置
、
備
蓄
倉
庫
な
ど
を

国
の
予
算
で
対
応
す
る
よ
う
検
討
し
て

い
る
。

（
総
務
部
長
）

Q  
地
元
産
の
肉
や
野
菜
の
割
合
は
ど

の
く
ら
い
か

A  

今
年
度
で
町
内
産
12
％
、
県
内
産

36
％
で
、
先
日
も
蛇
池
の
畜
産
業
者
の

豚
肉
を
無
償
提
供
し
て
も
ら
っ
た
。

○
災
害
対
策
に
つ
い
て

○
給
食
に
つ
い
て

○
幼
児
英
語
教
育
の
導
入
に
つ
い

て○
観
光
農
園
の
導
入
に
つ
い
て

議
席
12
番

内
海
　
和
子　

議
員

Q  

利
根
川
の
越
水
な
ど
の
た
め
に
3

階
以
上
の
避
難
場
所
の
確
保
は
で
き
た

かA  

民
間
企
業
と
10
か
所
の
協
定
を
し

て
い
る
が
、
現
在
坂
東
総
合
高
校
を
避

難
所
と
し
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。
防

災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
も
国
へ
要
望

し
て
い
る
。

（
総
務
部
長
）

Q  

ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
や
宗
教
上
対
策

の
給
食
の
試
み
は
あ
る
か

A  

ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
し
て
は
食
品
成

分
表
を
事
前
に
提
供
し
て
い
る
。
ハ
ラ

ル
フ
ー
ド
の
方
へ
は
牛
乳
の
み
で
あ
っ

た
が
、
12
月
か
ら
は
ご
飯
と
パ
ン
も
提

供
し
て
い
る
。

（
教
育
次
長
）

Q  

世
界
各
国
の
お
料
理
を
取
り
入
れ

た
日
を
設
け
て
は
ど
う
か

A  

キ
ー
マ
カ
レ
ー
と
ナ
ン
や
ク
ッ
ク

パ
ッ
ド
の
レ
シ
ピ
も
取
り
入
れ
て
い
る
。

（
教
育
次
長
）

　

食
育
の
観
点
か
ら
調
査
研
究
し
て
い

く
。

（
町
長
）

Q  

ど
の
時
点
で
避
難
勧
告
を
出
す
の

かA  

国
土
交
通
省
や
気
象
庁
の
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
や
広
域
西
南
消
防
か
ら
の

フ
ァ
ッ
ク
ス
な
ど
が
入
る
の
で
、
適
切

な
連
絡
が
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

（
総
務
部
長
）

Q  

行
政
区
ご
と
の
避
難
計
画
は
で
き

た
の
か 

A  

今
回
の
水
害
を
踏
ま
え
て
見
直
し

を
し
、
し
っ
か
り
し
た
も
の
に
す
る
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
も
圏
央
道
を
追
加
し

て
見
直
し
て
い
く
。

（
総
務
部
長
）

（
教
育
次
長
）

旧
、
堤
防
の
強
化
に
つ
い
て
県
に
要
望

し
て
い
く
。

（
建
設
農
政
部
長
）

Q  

境
町
の
移
住
・
定
住
化
及
び
子
育

て
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て
英
語
教
育

を
導
入
す
る
考
え
は
あ
る
の
か

A  

境
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

本
部
会
議
に
お
い
て
初
等
教
育
や
幼
児

期
に
お
け
る
外
国
語
教
育
の
推
進
及
び
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
の
育
成
に
つ
い
て

協
議
を
行
い
、
現
在
実
施
に
向
け
検
討

し
て
い
る
。

（
町
長
）

Q  

圏
央
道
開
通
に
伴
う
観
光
農
園
の

導
入
に
つ
い
て
及
び
農
産
物
等
の
ブ
ラ

ン
ド
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

A  

観
光
農
園
に
つ
い
て
は
、
現
在
ふ

れ
あ
い
の
里
に
お
い
て
家
庭
菜
園
を
開

設
し
て
い
る
が
、
今
後
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル

テ
ン
の
よ
う
な
滞
在
型
市
民
農
園
も
視

野
に
入
れ
検
討
し
た
い
。

　

ま
た
、
境
町
農
商
工
連
携
委
員
会
等

の
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
境
町
独

自
商
品
の
普
及
や
Ｐ
Ｒ
、
ブ
ラ
ン
ド
化

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
町
長
）
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Q  
全
国
で
も
、
現
役
世
代
の
不
就
労

者
・
引
き
こ
も
り
の
増
加
は
、
地
域
の

活
性
化
を
妨
げ
る
だ
け
で
な
く
、
高
齢

家
庭
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
現
状
が
あ

り
ま
す
。
当
町
に
お
い
て
も
就
労
で
き

ず
に
引
き
こ
も
っ
て
い
る
実
態
を
調
査

し
、
支
援
策
の
実
施
が
求
め
ら
れ
る
と

思
う
が
、
当
町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

A  

実
態
調
査
に
お
い
て
は
個
人
情
報

も
関
係
す
る
の
で
慎
重
に
対
応
し
て
い

き
た
い
。
身
近
に
相
談
で
き
る
窓
口
の

相
談
情
報
を
掲
載
し
住
民
に
周
知
を
は

か
り
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
一
人
で

も
多
く
の
人
が
社
会
復
帰
で
き
る
よ
う

支
援
し
て
い
き
た
い
。

（
福
祉
部
長
）

Q  

厚
生
労
働
省
の
調
べ
に
よ
る
と
、

子
ど
も
の
６
人
に
１
人
が
貧
困
家
庭
で

生
活
と
の
調
査
結
果
が
あ
り
ま
し
た
が
、

当
町
に
お
け
る
現
状
と
取
り
組
み
に
つ

い
て

A  

低
所
得
の
家
庭
に
お
け
る
費
用
の

補
て
ん
を
行
い
、
通
常
の
子
ど
も
と
変

わ
ら
な
い
教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
る
。

（
教
育
次
長
）

Q  

地
域
の
特
徴
に
あ
わ
せ
て
柔
軟
に

情
報
提
供
が
で
き
る
ツ
ー
ル
の
一
つ
と

し
て
、
自
治
体
ア
プ
リ
の
開
発
を
検

討
・
推
進
し
て
自
治
体
に
お
け
る
子
育

て
支
援
事
業
に
活
か
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
う
が
、
当
町
の
考
え
に
つ
い
て

A  

自
治
体
ア
プ
リ
は
柔
軟
な
情
報
提

供
が
で
き
る
ツ
ー
ル
と
認
識
し
て
お
り
、

便
利
な
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
の
開
発
に
向
け

取
り
組
み
を
進
め
て
参
り
た
い
。

（
総
務
部
長
）

○
「
引
き
こ
も
り
」
の
社
会
復
帰

支
援
に
つ
い
て

○
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

○
自
治
体
に
お
け
る
子
育
て
応
援

ア
プ
リ
の
推
進
に
つ
い
て

○
関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
に
つ
い
て

議
席
４
番

櫻
井　

実　

議
員

Q  

町
内
と
長
井
戸
沼
の
浸
水
の
原
因

対
策
は

A  

町
内
は
、
内
水
氾
濫
で
地
下
放
水

路
施
設
が
望
ま
し
い
が
、
莫
大
な
予
算

が
伴
う
の
で
国
や
県
に
対
し
て
要
望
し

Q  

避
難
訓
練
の
現
況
は

A  

猿
島
小
学
校
で
は
５
～
６
年
生
が

体
育
館
に
一
泊
し
て
非
常
食
の
試
食
な

ど
避
難
生
活
体
験
を
実
施
し
、
中
学
校

や
高
校
、
行
政
区
で
は
洪
水
に
関
す
る

防
災
講
習
会
を
行
っ
た
。
今
後
も
園
児
、

児
童
、
要
援
護
者
等
を
対
象
に
防
災
意

識
の
高
揚
に
努
め
る
。

（
総
務
部
長
）

Q  

検
証
す
べ
き
と
思
う
が

A  

今
回
の
内
水
氾
濫
に
よ
る
水
害
の

検
証
は
終
了
し
、
夜
間
や
豪
雨
の
中
で

の
避
難
勧
告
を
出
し
た
場
合
、
避
難
す

る
事
そ
の
も
の
が
人
命
の
危
険
を
伴
う

こ
と
か
ら
、
町
で
は
気
象
状
況
や
時
刻

を
考
慮
し
た
発
令
を
行
っ
た
。
こ
の
事

は
、
内
閣
府
の
防
災
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議

の
中
で
も
適
切
で
あ
っ
た
と
検
証
さ
れ

て
い
る
。

（
総
務
部
長
）

て
い
く
。

　

長
井
戸
沼
は
、
宮
戸
川
の
決
壊
が
大

き
な
要
因
で
あ
り
、
管
理
し
て
い
る
県

に
対
し
て
堤
防
強
化
に
つ
い
て
働
き
か

け
る
。

（
総
務
部
長
）

Q  

他
関
係
機
関
と
の
平
時
の
連
絡
調

整
が
重
要
と
思
う
が
現
況
は

Q  

マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催
し
て
町
の

活
性
化
を
図
っ
て
は
ど
う
か

A  

民
間
等
部
外
機
関
が
検
討
す
べ
き

と
思
う
が
、
町
と
し
て
も
実
施
要
領
や

支
援
人
員
等
い
ろ
い
ろ
な
問
題
点
に
つ

い
て
研
究
を
す
る
。

（
秘
書
公
室
長
）

○
自
殺
防
止
対
策

Q  

事
故
防
止
の
対
策
は

A  

子
ど
も
の
事
故
は
な
い
。
電
話
等

相
談
窓
口
や
メ
ン
タ
ル
チ
ェ
ッ
ク
（
心

の
体
温
計
）
の
活
用
を
奨
励
し
て
い
る
。

（
福
祉
部
長
）

Q  

教
員
に
対
す
る
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

の
活
用
は

A  

「
命
の
門
番
」
と
し
て
の
制
度
は

承
知
し
て
い
る
。
き
め
細
か
な
観
察
や

相
談
を
継
続
さ
せ
て
事
故
防
止
に
努
め

る
。

（
教
育
長
）

A  

今
回
の
豪
雨
災
害
は
、
警
察
、
消

防
、
議
会
と
対
応
し
た
。
今
後
、
区
長

会
や
民
生
委
員
、
地
域
の
自
主
防
災
組

織
や
危
機
管
理
の
専
門
家
で
あ
る
自
衛

隊
Ｏ
Ｂ
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
防
災
組

織
の
強
化
に
努
め
る
。

（
総
務
部
長
）
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建
設
農
政
委
員
会

総
務
委
員
会

常
任
委
員
会

教
育
福
祉
委
員
会

広
報
編
集
委
員
会

◎
広
報
編
集
委
員
会

　

委
員
長　
　

山
田　

正
樹

　

副
委
員
長　
　

青
木　

輝
明

　

委　
　

員　
　

斉
藤　

政
雄

　

委　
　

員　
　

内
海　

和
子

　

委　
　

員　
　

渡
邊　

昇

議
会
活
動

議
会
行
政
視
察
研
修
報
告

「
少
子
化
・
人
口
減
少
対
策
」
に
つ
い
て

研
修
し
ま
し
た
。

　

境
町
議
会
で
は
、
去
る
11
月
13
日
に

「
子
育
て
上
手
常
陸
太
田
」
を
掲
げ
、
独

自
の
様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
、

茨
城
県
常
陸
太
田
市
を
視
察
研
修
し
ま
し

た
。

　

県
内
最
大
の
面
積
を
持
つ
常
陸
太
田
市

で
は
人
口
減
少
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

お
り
、
平
成
26
年
に
は
、
少
子
化
・
人
口

減
少
対
策
課
を
設
置
し
本
格
的
に
力
を
い

れ
た
。
ま
た
、
平
成
27
年
度
か
ら
保
育

園
・
認
定
こ
ど
も
園
に
入
園
す
る
世
帯

に
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
軽
減
も

図
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

本
町
に
お
い

て
も
少
子
化
・

人
口
減
少
対
策

は
課
題
で
あ

り
、
研
修
を
参

考
に
議
会
と
し

て
も
更
な
る
提

言
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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